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必要書類に記入・押印してください。

※住民票・印鑑登録証明書などの公的書類は、発行日より６ヵ月以内のものをご提出ください。
※戸籍謄本については６ページをご参照ください。

補足

第2章 保険金・給付金の必要書類について

死亡保険金のご請求をいただく場合の必要書類（一例）

入院給付金・手術給付金などのご請求をいただく場合の必要書類（一例）

□ 当社所定の請求書
□ 死亡証明書
□ 住民票または戸籍謄本（※）（被保険者の死亡の事実の記載があるもの）
□ 受取人の印鑑登録証明書
□ 事故報告書（不慮の事故の場合のみ）� など

□ 当社所定の請求書
□ 入院・手術証明書（診断書）
□ 被保険者の住民票
□ 受取人の印鑑登録証明書
□ 事故報告書（不慮の事故の場合のみ）� など

　上記はご準備いただく書類の一例です。ご契約の保険種類・ご請求の内容などによって、上記以外
の書類の提出をお願いすることや、一部を省略することがあります。請求書付属「ご請求に必要な書類」
などをご覧いただき、必要書類をご準備ください。また、請求書などに記入・押印してください。不
明な点がある場合は当社担当者までお問合わせください。なお、ご提出いただく診断書および公的書
類の発行、お取寄せにかかる費用は、お客さまのご負担となりますので、あらかじめご了承ください。

死亡保険金請求について
死亡保険金請求権は被保険者の相続財産ではなく、「受取人の固有財産」です。そのため、受取人が被保険
者の相続財産について相続放棄などにより相続人でなくなった場合でもお受取りいただくことは可能です。
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●戸籍について

　戸籍を証する書類には、以下の２種類があり、ご提出が必要な戸籍は「戸籍謄本」です。戸籍の申
請方法については、市区町村役場の窓口にご相談ください。
○戸籍謄本（現行：全部事項証明）：戸籍に記載されている全員の身分事項を証明するもの
○戸籍抄本（現行：個人事項証明）：戸籍に記載されている方のうち一部の人の身分事項を証明するもの

　改製（※）によって新たに作成された戸籍には「婚姻・離婚による除籍」や「死亡による除籍」など
によってすでに除籍された人は記載されません。
　そのため、改製があった場合は改製より前に除籍された親族の有無を確認するため、改製前の戸籍
謄本（改製原戸籍）もご提出いただく必要があります。

※改製　戸籍法の改正にともない、戸籍を作り変えることをいいます。

　下図のように、子が結婚したとき、子夫婦は新戸籍を作成するため、親の戸籍に子が除籍されたこ
とが記載されます。その後、親の戸籍が改製などにより作り変えられたときには、すでに新戸籍へと
移っている子は記載されません。

元（改製前） 新（改製後）

改   

製

新（改製後）の戸籍謄本の情報だけでは、
次郎という子がいることが確認できません。


